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二
○
○
二
年
、
北
京
・
中
医
研
究
院
で
鍼
見
本
の
「
中
華
医
鍼

様
譜
」
を
購
入
し
た
の
で
、
そ
れ
に
つ
い
て
考
察
す
る
。

制
作
者
は
「
研
鍼
館
主
楊
復
生
氏
」
と
あ
る
が
、
楊
復
生
な
る

人
物
に
つ
い
て
は
今
の
と
こ
ろ
知
る
と
こ
ろ
が
な
い
。
「
中
華
医

鍼
様
譜
」
の
説
明
に
は
「
五
○
年
余
に
亘
っ
て
各
地
の
著
名
な
鍼

灸
家
を
た
ず
ね
歩
い
て
得
た
も
の
」
と
言
っ
て
い
る
の
で
、
七
○

歳
は
過
ぎ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

前
出
の
説
明
文
に
は
「
こ
の
見
本
に
収
め
ら
れ
た
各
種
の
医
鍼

は
、
楊
復
生
氏
が
五
○
年
あ
ま
り
各
地
の
鍼
灸
名
家
を
訪
ね
て
得

た
も
の
の
総
集
編
で
あ
る
。
こ
の
三
○
余
種
の
鍼
は
、
主
に
民
間

で
使
わ
れ
て
い
て
、
特
定
穴
に
対
す
る
専
用
鍼
で
あ
る
」
と
い

う
。
全
て
の
鍼
に
は
名
称
が
付
い
て
い
て
、
合
計
三
七
種
五
四
本

が
入
っ
て
い
る
。
名
称
と
本
数
は
次
の
通
り
。
（
）
内
の
数
字

は
本
数
。
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「
中
華
医
鍼
様
譜
」
に
つ
い
て

宮
川
浩
也
・
石
野
尚
吾
・
花
輪
壽
彦

①
耳
穴
探
鍼
（
２
）
、
②
疹
鍼
（
２
）
、

③
割
痔
鍼
（
４
）
、
④
芒
鍼
（
３
）
、

⑤
鶯
脾
鋒
鍼
（
２
）
、
⑥
長
鋒
鍼
（
１
）
、

⑦
短
鋒
鍼
（
１
）
、
⑧
得
心
応
手
（
１
）
、

⑨
起
癒
鍼
（
２
）
、
⑩
達
磨
一
枝
（
１
）
、

⑪
烙
喉
鍼
（
２
）
、
⑫
小
喉
鍼
（
１
）
、

⑬
喉
鍼
（
１
）
、
⑭
瘻
瀝
鍼
（
１
）
、

⑮
蟠
鍼
（
２
）
、
⑯
耳
尖
放
血
鍼
（
１
）
、

⑰
痒
侘
鍼
（
１
）
、
⑬
挑
痔
鍼
（
１
）
、

⑲
四
縫
十
宣
（
１
）
、
⑳
普
通
毫
鍼
（
２
）
、

⑪
盤
龍
毫
鍼
（
２
）
、
⑳
蚊
嫡
細
毫
（
２
）
、

⑳
精
製
小
児
鍼
（
１
）
、
⑳
隻
纒
毫
鍼
（
１
）
、

⑳
交
灸
鍼
（
１
）
、
⑳
内
迎
香
（
１
）
、

⑰
條
承
過
梁
鍼
（
１
）
、
⑳
環
跳
（
１
）
、

⑳
過
梁
環
跳
（
１
）
、
⑳
小
麻
酔
（
１
）
、

⑪
隻
頭
按
摩
（
１
）
、
⑫
按
摩
鍼
（
１
）
、

⑬
委
中
潟
鍼
（
１
）
、
⑭
弾
溌
鍼
（
１
）
、

⑮
員
利
鍼
（
４
）
、
⑯
隠
白
少
商
（
２
）
、

⑰
大
麻
陣
（
１
）
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円
利
鍼
の
四
本
の
内
の
一
本
は
、
鍼
の
中
頃
が
少
し
太
く
な
っ

て
い
る
も
の
で
、
ま
さ
し
く
『
霊
枢
』
九
鍼
十
二
原
の
「
員
利
鍼

者
、
大
如
篭
、
且
員
且
鋭
、
中
身
微
大
」
の
「
中
身
微
大
（
鍼
体

の
中
頃
が
少
し
太
い
）
」
に
相
当
し
、
古
形
を
留
め
た
鍼
と
い
え

卜
雪
つ
Ｏ

痔
の
鍼
が
五
本
、
喉
痒
の
鍼
が
二
本
、
鋒
鍼
系
が
九
本
あ
る
。

合
計
十
六
本
が
刺
絡
鍼
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
相
当
行
わ
れ
て
い

た
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
。

焼
き
鍼
系
で
は
、
蟠
鍼
が
一
本
、
喉
痒
の
鍼
が
二
本
、
合
計
三

本
で
あ
る
。

長
鍼
系
は
七
本
で
あ
る
。

鍼
治
の
効
果
は
、
的
確
な
診
断
、
適
正
な
手
技
の
み
な
ら
ず
、

鍼
の
形
状
も
大
い
に
関
与
す
る
。
現
在
は
、
文
献
記
載
を
根
拠
に

古
代
九
鍼
を
復
元
し
、
臨
床
に
応
用
し
て
い
る
が
、
こ
の
よ
う
に

古
形
を
留
め
た
鍼
が
発
見
さ
れ
れ
ば
、
復
元
作
業
は
一
気
に
前
進

す
る
こ
と
に
な
る
。
今
後
と
も
、
中
国
の
み
な
ら
ず
、
こ
の
よ
う

な
古
形
を
留
め
た
鍼
の
出
現
が
望
ま
れ
る
。

（
東
洋
鍼
灸
専
門
学
校
）
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研
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所
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学
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合
研
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）


